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る
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器
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ら
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た
.事
は
な

^

つ
た
。
矣
蘭
攀
行
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重
、役
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'政
.府
手
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當
に
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せ
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行
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振
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せ

る
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事
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九

三
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年
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此
條
例
は
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し
れ
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で

.あ
る
。
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斯
く
？て

.同
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k Pitt 
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ょ
つ
て
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右
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れ
、彼
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之

れ

刹

用

し

て
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の
要
求
を
组
行
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し
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し
た
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ら
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。
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し
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％
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；
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又
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；
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萬
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萬
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藏
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嫵
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。
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萬
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.
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總
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婦
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藏
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濟
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は
千
四
百
萬
磅

も

«

幣
を
發
行

-^
乍

-,
&

爲
替
が
數
グ
月

.間
ネ
有
利
ぶ
る

R

そ 

の.額

を

八
百

六

十
四

萬

a
百一，I.

十

五
'
破
.
S

少

し
共

0
も
.
•
同
地
金
委
員
會
代
依
つ
て
非
難 

々
れ

.た
。
.'.
:
;
-
要

;t
5
.
k j

七
九

.六

年
•の
.
同

行
の
掘
用
し
朮

，‘f

t

r

?

e

,

'policy.

は
.同
行
の
金
庫

を 

終
k
.
空

k

•し
、若
し
も
反
靡

k
 

E
x
p
a
l
e

 
P
o
l
i
c
y

を
採
用
し
て
居
つ
た
な
ら
ば
之
を
豐
富
な
ら 

し

め
得
炎
で

^
ら
ぅ

ビ

去
ふ

の
で
あ
っ
 

A
n
d
r
6
a
d

n>- s

 

o
p
. 

c
i
r 

P
P
:
I
9
5

 

‘ 浪

> 

ソ 

.

卜
：

' 

' 

.

'

.

併
し
乍
ら

M
a
d
e
o
d

の
如
き
論
者
は

「

現
金
支

.柳
の

.停
业
が

.此
特
殊
の

.時

期

に

，
於

て

，
重

役

の
 

誤
れ
る
政
策

-R
ょ
ぅ

'
て
谎
起

^
れ
た
事
は

殆

/i
v

疑

'ふ
餘
地
な
む

」

ど
す
る

.
4
而
も
ミ
の
停

t 

は
必
然
に
何
時
か
は
起
る
運
命

の

-F
K
あ
つ
，た
炎
禍
で
淼
つ
て
寧
ろ
此
際
^
發
生
し
た
箏
を 

双

V
.

不
孝
中
の
幸

k
r見
做
す
，の

^

*
る
。

霍

;L
-«
:!
L

^
後
め
愛

*

の

®

亂
及
び

.海
軍
.
の
吐
官

毅
^

^

^

^

t

‘

, ,yi. 

$ 

^
0
1
1

览
抗
及
び

B
o
u
l
o
g
n
e
.

に
.佛
軍
が
集
中

3

れ
て
英
蘭
の
侵
入
が
脅
か

3

れ
た
當
時
な
ざ
で
あ
つ
：
 

た
な
ら
ば

I
.

層
を
の

.
'
'
影
響
を
及
ぼ
す
處
は
大
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。

'
.又
此
停
.止
に
必
ず
し
も
紙
幣 

0:
:

胤
値
の
で
落
を
伴
ぶ
も
の
で
は
な
く
、後

^

も
の

.事
の

'起
り
，た
の
は

 

一
R

政
府
及
び
銀
行
當 

屙
ぽ
见
見
の
明
な
か
ぅ
に
基

<-
:

事
で
あ
つ
た
。

(
M
a
c
l
e
o
d
l
o
p
.

 

C

F

p
p
.
,
5
3
4

 
B

 

.

斯
く

1
.

七

九

七

苹

の
恐
慌
は
或
は

H

I

の
擧
げ

る
.數

年

の
天
候
不
順
ど
之
れ
に
伴
ふ
農 

產
物
の
衣
作
、

B
a
rB-
g
の
四

M

目
、ま
は
文
英
蘭
銀
行
重
役
の
政
策

.の
誤
謬
等
種
々
の
方
面
^
そ 

の
.原
因

?:
求
め
得

.る

^
思
ふ

0.
で
あ
る
が
茲
に

1
1
,
0
.
1

泛
衰
！
7

は
そ
の
，論
文
.Th

e

 

B
a
n
k

 

R
e
s


triction 

of 

1
7
9
7
.

中
に
於
て
此
黯
に
關
し
て
異
色
あ
る
研
究
を
發
表
し
た
。
併
し
必
ず
し
も 

ト

0
所
說
を
以
て
こ
の
恐
興
の
原
因
を
究
明
し
て
餘
あ

4

ビ
は
考
へ

.
ら
れ
な
い
。
彼
の
說
く 

英
國
の
正
貨
の
流
出
入
の
原
因
並
は
之
れ

ノ
レ
爲
替

o
騰
落
及
び
佛
蘭
西
の
鑄
貨
制
復
歸
の
三 

者
の
因
果
關
、係
の
如
さ
眞

R

興
味
あ
る
問
題
で
あ
ぅ
又
當
牟
の
，英

H

物
價

^
通
貨
の

«

係
.の
 

如

S

又

Z 

'の
.恐
慌
に
關
聯
し
て
見
る

:

も
極
め
て
重
要

*
論

.»
で
あ
る
。
併
し
，何
れ
も
页

^

一：
 

步
彼

.の
研
究
を

.進
め
ね
ば
確
た
る
事
ぼ
云
ひ
得
な
：：

$
樣

^

思

は

れ

る

の

で

あ

，る
。

'
，
.ノ

,

.

.五 

に 

•?
1十

四

卷
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三
八
七)

一
七
九
七
年
の
金
融
ss
f
lt

€ 

.^estr

;o-t:ion

>
c
tの
制
^

第
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九
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第
二
十
四
卷

S
1A.
.八) 

'一ゼ九七

^
co
-
i鄘
漱
歡
ミ

r
n
k

 kestricf A
c
t

の挪尨
 

書

辘

九

®

今

H
a
w
t
r
e
y

の
Fr
if
t

の
大
意
を
紹
介
す
る

^

次
の
如
さ
も
の
で
あ
る
。

1

七
九
五
年
十
二
屁
三
十

 

一
0.
制
定
の
按
分
比
例
に
依
る
割
引
政
策

.の：輝
用

k

ょ
つ
て
英 

蘭
銀
行
は
耽
府

0'
貨
付
以
外
に
は
信
用
の
：完
全
な
統
制
カ

-5
7
;得
た
が
、之
れ
ど
同
時
に
又
政
府 

へ
の
貸
付

i

*
々
減
じ
て
ー
七
九
芄
年
十

n

月

R

千
二
百
萬
磅
を
超
過
し
て
居
つ
た
貸
出
は 

T

七
九
六
年
九
月

^

は
九
百
萬
磅
以
下

^

減
じ
、爲

.替
を
そ
の
十
月

R

は
同
復
し
た
。
而
も
尙 

同
行
の
金
の

^

出
は
止
爻
ず
終

^

J

七
九
七
年
ニ

.

.月
の
正
貨
支
拂
停
也
の
北
む
な

s
r
oic
至
つ

^•
.
o 

, 

' 

.

.

. 

• 

« 

... 

,

「

あ
そ
ら

く
此
恐
條
は

そ
の
說
明
を

^

の
表
面

^

現
は

し

て
居

-5
-:
1£
:
考
へ

得
る
か
も
し
れ
な 

s
o 
.英
蘭
鈒
行
の
重
役
は

華

0 .
一
 

時
的
貨
付
の
：

要

求
t

抑

へ
や

5 
€
し
で
再
參
彼

R

迫

つ
 

た
時
に
彼
等
は
そ
の
問
題
を
根
底
贫
で

«

め
て
居
つ
た
で
あ
ら
ぅ
か
。

勿
論
彼
等

は
此

事
を 

非
常
に

.重
要
な
々
ど
し
た
の
は
正
し
か
つ
た
が
併
し
乍
ら
、之

等
の
貸
付
に
ょ

つ
て

發
生
し
た 

實
際
の
變
動

を
ー
見
し
た
な
ら
ば
恐

1

の
解
說
は
之
等
の
中
に
は
見
出

3
れ
な
い
事
が
心
か 

る
で
あ
ら
ぅ
。

」

戰
爭
第
一
年
の
.一
七
九
三
年
の
之
等
貸
付
は
平
均
九
诨
萬
磅
强
ニ
七
九
四
年 

は
下
つ
て
平
均

約
七
百
五
十

萬
硫
、一
七
九
五
年
.の
初

^

は
急
激
の
增
加
で
千
瓦
萬
條
を
超
過

薄̂

^
^
#
^
^
^
^
I
I

誤̂

^

^

^

^

賺惑

し
^

の
f 
ニ
月
は

.一
咏
^
ー 
一
r

ん
ヤ

.萬

,

に
寒
し

-

ィ̂
»

じ
聲

1
」

七
九
：七
：
年
一
ゴ
月
の
恐
€

ま 

で
：
は
八
西
七
.十
萬
磅
ど
千
百
五
十
萬
磅
の
間
で
あ
つ
た
。
恐

«

の
當
時
は
千
六
；十
萬
磅
で
あ 

つ
た
。
偖
て
一
七
九
一
年
及
び
十
七
九
ニ
年
の
ー
平
和
ぃ
年
度
に
於
て
も
之
れ
は
九
百
萬
磅
以
上
ぃ 

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
戰
時

k

際
.し
て
千
百
萬
磅
或
は
千
一
一
百
萬
磅

R

は
何
等
金
融
上
の 

大
異

.變

?:
釀

さ

ず
し
て
增
加
し

.得
る
事
は

.全
く
明
か
な
事
で
あ
る

o

當
時
英
蘭
銀
行
の
重
役 

の
氣
を

0
U
揉
ま
せ
れ
の
は
政
府
の
借
入
金
の
大
部
分
が
前
述
の
補
助
金

.英
軍
の
戰
費

W

し 

て
海
外
へ

^

出

す

る

事

で

あ

つ

た

。
，
务

の

頟

は

：—
七
九
四
年
八
酉
三
十
三
萬
六
千
»
、

|

七
九 

五
.年
千
百
四
萬

5

七
九
六
年
千
六
一
十
五
萬
磅
で
あ
っ
た
？
之
等

•多
額
の
送

.金
が
爲
替

R

不 

h
刹

.な
影
響

'あ
る
は
运
：

’なゝ
い

.事
：で

‘あ
る

.

^
し
：此

影

響

：は.
.平
時
同
額
の
海
外
投
資
を
：行
つ
た 

の
ょ
々
決
し
て
大
な
も
の
で
な
い

^
云
ふ

.事

^

留
袁
せ
聆
ば
な
ら

2
。」

又
年
々
の
海
外
投
資 

或
は

.貨
出
の
減
少

S
戰
時
中
海
外
か
ら
の
借

-入
金
の
增
加

.は
’先

S

の
影
響
を
相
濟
す
る

R
相 

違
な
い
。
爲
替

^
非
常
な
不
利
を
來
穴
し
穴
の
：は

一

七
九

•五
梁
の
.泰
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
つ 

た
。
.
同
年
の
大
送
金
は

.勿
論
そ

.
0年

^
.始
ま
つ
た

IE
貨
流
出
の
重
：大
な
原
因
で
あ
つ

'た
。
''「

併 

じ
乍
ら
戰
費
が
私
的
支
出
の
滅

‘少

^

ょ
つ

‘て
供
せ
ら
れ
る
純
粹
の
貨
幣
で
調
達
^
れ
而
し
て
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九
六

銀

：
行

信
'‘用

.の

膨

張

^
:
ょ.0

て
供

.給

^
れ

ぬ

限

ダ

、海

外

へ

.の

大

送

金

^

雖
を
も
の
影
響
は
大
で 

な
い

^

あ
ら
ぅ
。

i
:©:
®

0

;
B
a
r
i
n
g 

:

の
言

0

如

ズ

l
i

七
九
六
弗
の
戰
偾
應
寡
者
の

W

政
狀
態
：
が 

貧
弱
で
あ
り
て
借
大
於
汰
ふ
ね
ば
應
寡
し
得
な
か

-A
>

か
ら

»

集
し

^

名
の
で
あ
る
限

6

勿 

論

.不
健
，
全
欢
狀
態
に
傾
さ
り
あ
る
の
で
あ

.0

た

o

--
.併
し

b
a
r
i
n
g
:

の
記
す
様
^
應
寡
者
が
海 

外
で
信
用

?:
得

る

^

成

功

し

た

な

，
ら

ば

爲

替

U

 

0

す
る
影
響
は
有
利

'で
あ
つ
た
ら

i

。ぐ

，
^

I
 

„

乂

:̂
^

^

.
の
外

«

信
用
が

」

囘
攸

^

れ
ぬ
限

少

o 
ニ
而

し

：て

何

れ

;̂
せ

ょ

爲

替

Q

變

動

は

.:j: 

七

九

六

年

の

.、職

«

發

行

.の

久

し

ぃ

以

前

に

起

：つ

た

の

で

あ

っ

た

。

.1' 

'
:.
V

:

'
:

'

.

英
蘭
銀
行
，
關
し
て
批
評
家
は
割
引
額

*

制
限
し

'た
事
を
非
雛
し

’た
;0
同

行

は

る

，
の
鈒
行 

券
發
行
を
減
ぜ
ん
爲
め

^

割
引
を
制
限
し
た

-

或
論
者
は

;̂
u
5*
;
e
a
s
:0
要
求
は
此
原
因
^
甚
く 

ビ
し
た
。
即
ち
商
賣

R

は
支
拂
用
具
を
必
要
ど
す
る
の

^

そ
の
用
具

'た
る
銀

.行
券
が
發
行

5 

れ
ぬ
の
で

guineas 

.士
求
為

.る
の
で
あ
る

ビ

ル

お
メ
ハ
又
地
方
銀
行
も
英
蘭
鈒
行

ビ

協
調
し
て 

發
行
を
制
限
し
斯
く

 

V

金

が

流

出
し
た
ヾ」

。「

此
儀
論
一
は
'明
瞭

-R
誤g

で
あ

.る
o 

g
u
i
n
e
a
s

は
銀 

行
努
ゼ

.引
換

^
:引
出

3
れ

.た
の
で

.あ

.る
。」

金
要
求
は
次
の
三
原
因
の
一
或
は
‘全
部
に
起
因
し 

:«
,
.妙
れ

I

ぶ
ら
识

” 

_

_

«.f
f

l
.0
0
め
^
に
賃
齦
支
相
の
爲
ぁ
或
は
鈒
行
の
信
用
攻
為
爲
め

で
あ
る
。
地
方
鈒
行
は
屢
々
破

.產
し
た
の
で
槪
し
て
信
用
が
な

.か
っ
忆
。
英
蘭
銀
行
券
は
觭 

敦
以
外

k

..
は
多
く
流
通
し
な
か
づ
た

.0
地
方

«

行
の
斯
か
、る
不
信
用
は
金
の
要
求
を
多
分
生 

じ
た
で
あ
ら
ぅ
が
併
し
此
信
用
の
喪
失
そ
の
も
の
が
何
故
で
あ
っ
た
か

 

<
說
明

3
れ
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
何
故

K
銀
行
が
窮
迫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

'か
っ
た
か
。
何
故
に
金
が
輸 

出

^
れ
た
か
。
何
故
に

g
u
i
n
e
a
s

が
國
內
の
流
通
に
要
求

.
3
れ
た
か
。

' ,1,.

七
汍
七
年

^

於
て
も
英
國
の
財
政
狀
態
は
大
陸
の
を
れ
^
切
放
し
て
は
適
當
な
研
究
は 

出

來

ぬ

。
：：:®
爭
最
沏
の
ニ

.
ヶ
年
間
外
國
瘺
參
は
偷
敦
舡
非
常
に
有
利
で
あ
ら
た

.0
佛
蘭
西
で 

は
を
の
恐
怖
峙
代

ド

不
換
紙
幣
の

i

f
 
&
が
公
安
委

•«
會

の
權
力
で
強
制
通
用

^

れ
金
鈒 

を
密

,
R
蓄
へ

A

第
は
刑
事
土
の
犯
罪
ヾ

」

な

夕

た

の

.r
e
獨
國
に
富
を
有
す
る
者
林
そ
れ
を
外 

國
犯
裳
ら

-.
5

V
J

望：ん
だ
。
そ
の
爲
め
瞵
國
‘は
何
れ
も
直
ち

k

-I
E

:»
お
充

滿
し
た
。

」

英
鼢
名
亦 

然

6

文
あ
っ
た
。

:■
'

一
，七
九
三
年
、

一'
七
九
四
年
妃
於
け
る
造
，幣
局
の

.外
國
金
の
"購
入
從
弗
常
欠

增
加
し
兩
年
合
計

5

ー
 M

i
l
l
i
o
n
s

磅

R

:m
:b
た(

奮
：通
の
：年

带

均

«

は
約
六
十
五
萬
癖

^

而
し
，

て

«.

造

幣
.局
の
購
入
額
以
上
の
、外
國

.金
が
輸
入
.さ
^
て
居

^

た
事
は
勿
論
セ
：あ

^

,
へ
 

' 

へ
 

,

爲
■替
の
下
落
は
前
述
通

々

一
七
九
五
年
春

k

顯
著

R

な

3 
’ノ

ゾ

ブ

,

グ
.宛
爲
替
は
旣
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■ (Macleod-op.. 

c
i
r
?

翌
ニ
 

十

'一：日
に
は

 

Bs'
c
h
y 

H
e
a
d

 

け
た
。
此
報
翦
の
運
送
船
三

.百 

事
で
は
三
私
掠
船
が
現
は
れ
た

て此時期に

は
農
民
は
，虫

な
.收人

か

持つて席つ

も
の

i

驚
い
て
農
產
物 

付
け
た
の

であ

つ
た
。

停止する協約が諸銀 

阳

0
し
た
。

の
 

か相.
前後する様であ

沖
^
章
隊
を
積
ん
だ 

隻
ビ
は
誤
報
で
あ
っ 

U

過
ぎ

ぬ
€

あづた

▲ .を
.
.
.

N
e
w
c
a
s
t
l
e
.

に
持
出
.し

て

之
れ
を
棄
資 

そ
こ
で
■若
し
取
付
が
や
ま

ぬならニ十
 

行の

■.間
に
結
ば
れ
た
.ので
あ
る
。

そし 

述
る

處

y
j

次に揭げた客

しgi
u
g

 

H

 

るがそのま

X
.
假
に
記
載
し
て
置
く
。

佛
艦
隊
が
現
は
れ
た
せ
云
ふ
急
報
を 

て 

ニ 
十

一
一
日
の

 

M
o
r
n
i
n
g

 

chronicle 
の
 

V

併
し
今
や
英
蘭
銀
行
^
對
し
て
有 

は
英
蘭
'銀
行
の
重
役
會
は
此
非
常
な

ゆ
石
地
方
か
ら
芷
貨
の
要
求
が
生
じ
た

V 

ニ
十

I

日

R

る
取

#
に
對
し
て
決
議
を
行

a
を
の

結
果
同

.行
の
代
表

‘委
員

V
J

し
て
正

副
總
裁
及
び

d
areli 

€ B
o
r
a
n
q
u
e
t

?:

し
.てPitt

ビ

會

見
せ
し
め
て

S C

府
の

援
助

|:
:

求
め
た
。

M
K
ニ十一一

日
^
二
十 

四
.
日
の
食
見
の

.後

P
i
t
t

は
巡
洋
艦
を

、ノ

ン
ブ

.
ゲ
グ

k

派
遺

' し
て
正
貨

.？:
*
入

す

る

旨
^
同
意 

し
た
。

(Macleod-oo.. cit.'p. 
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c
t

の制定
 

银
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號
ー
ひ
四

.

.
1

七
九
，七

:

年
ニ

.
^.一
二
十
：六
白
日
曜
日
の

g
o
r
n
h
l
g

 

C
h
r
o
n
i
c
l
e

紙
は
次
の
樣
な
記
事

?:

揭
載
し 

fz
0ソ「

土
曜

「
日
k
公
衆
へ
は

.再

.び
新

.た

^

る
：驚
愕

0
:念
.に
.襲
は
れ
た
。

g

i

r

d卿
か
ら

.の
急
«
は 

时
閣
諸
太
臣

k

次
の
事
實
を
報
じ
た
。

.：即
ち
吾
人
の
蛇
報
ぜ

.る-
P
e
m
b
r
o
k
e

沿
岸

R

近
づ
き
つ 

'
，ぁ
"々
し
船
舶
中

.ょ
A

そ
の
數
約
千

M

W
の
佛
蘭
酋
軍
の
、

T

隊
が

s
s
k
a
r
d
R

上
陸
し
た
。.諸 

大
臣
は
此
事
を
直
ぢ
に
市
長
に
停
達
し
た

。Jc
c
o
b
b
T
o
p
'
c
i
r

 

p, 

ISO. note)。

：i
:
の

報

の

.
傳

へ

ら

れ
 

た1
1

中
.五
日
土
曜
.日
の
英
蘭
銀
行
は
前
日

R

咚
增
し

.て
益
々
激
烈
な
取
付
を

'蒙

つ
た
。
同
日 

重

役

會
は
現

金

：
支

拂

'停

业0.
避 

< 
ベ
が
ら
ざ
る
に

至

つ
た
事
を
認
め
副

總

裁
を
宰
相

0

の 

下

^
派
し
て
最
後
の
意
見

ビ

援
助
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

つ
た
。

.そ
'の

日
準
備
'額
は
百 

一

一

出

七

萬一

」

擎

磅
^
減
，じ

た
;:
0

そ:

の
.發

券
額

は

八

：苜

六

士

：四
：寓#
 

S

つ
た
-°
又

當

日

の
割 

引

額

も
.年

初

の

四

老

のV
.

位

で
.あ
，
つ
た
。

明
け
て

.一一
+

六
日
は
，

^
h
i
t
e
;
h
a
l
l

R

樞
密
院
會
議
は

K.
-F
.
の
臨
御
を
仰
.い
で
開

^.
た
。

國 

王
が
安

.息
日
を
，破

'.つ
.た
ハ
唯
.
 
一Q

場

合

で

あ

る

;^
.稱

^

れ
て
；居
る
。

(Francis-op' cit,, p. 

.2
3
8
)
，

列 

^
'
者

は
^11€.

1-,
01*<5.0113,!10€1101'. 

■ (
R
o
s
s
l
y
n
〕
.Lord.'.pr.esident,yuke 

of Portland, 

M
a
r
q
u
i
s
'
c
o
r
n
w
a
l
l
r
s
,

 

E
a
r
l

 

spencer, 

E
a
r
l

 

of.Li:\rerf>ool 

(Charles 

J
e
n
l
d
n
s
o
n
〕

L
o
r
』

Grenville 

及
び 

Htr
e Chance

l
l
o
r 

o
f the

K

l
實
で
あ
ら
：

.た

.？

此
，會

議
は
：事
—

の

t
刹
.k
.鑑
..み

1
英
：蘭
銀
行
を
し

.て
議
会
：が
之
れ

-R 

就
.
い

て

。
採

，
用

す

可

&
•

政
策
を
決
定
す
る

k

至
る
ま
で
正
貸
の
支
拂
を
禁
止
せ
し
め
る
事
^
全 

員

.ザ
致
し
て
可
決
じ
た

o

を
し
て
長
文
の
禁

Jh
命
が
發
布
さ
れ
穴
。
そ
の
內
容
は
各
地
^
於 

け

^

誤
傳
及
び
誇
張
の

.警
報
の
結
果

2£
む
て
各
地
方
か
ら
首
都

R

疋
貨
の
非

.常

な

る

取
•#
あ 

*

は

ょ
ぅ
放
任
す
る
時
は

.國
家
の

.
必
要
^
應
ず
可
さ
充
分
な
る
疋
貨
の
欠
乏
を
來
す
を
以
て 

英
蘭
銀

f

し

I

f

方
針
の
：決

定

参

を
雜
持
し
て

.王
：國

の：公
共
並

S

業
信
用

t

支
持
す
る

R
適
當
な
石
手
段
を
：採
用
せ
し
む

る 

«■
-云
.ふ
の

_
で
$>
:
つ
??
?
裂 
一—̂

七

旦

旦

朝

早
S

行
は

ft
禁

Jh
命
€
共
は
秘
書

の
ヾ
名
を

以

：.て

，
次

の

「

费

ー

ボ̂

揭
:̂

た

:.
'9

“
.

.

ソ
.
■
.
.
. 

へ
.
! 

r

Z
'
)
.

 

■

■

-

■■
I,

.' '
■

:

,
 

\ 
•
 

•!
,
兹
k

fr

の
：寫
：
文'
を
：
揭
：
示

し.た
®

>

の

，«

密
_

會

議
=の

禁

：止
，
令

が̂

夜
：̂

行
に
下
達
せ
ら
れ 

代
、
結
果
英

.
蘭
銀

#
,

の
班
副
雄
裁
及
：び

0

重
：
役
；
は.，銀
行
の
株

.
主
一
雄
代
一
般
公
衆

s

 

P

て
當
行 

の
£

パ
般
■
の
_

係
'
 

は
.
最
％
、富
裕
■立

■つ
，
繁

榮

：
の
：
狀«

技
あ
.る

： .

事

.を

報

じ
#:
.
管

I

.
の
：紙
幣
の

)

安
‘
全
'
 

K

就
：̂

て

の
あ

ら
ゆ

.る
疑
惑
を
.取
除

く
.事

?:
以
：て：.

そ
の
義
務
：な
々
ど

考
へ
る

..
の
で
あ

.
る
。.
童

■ 

拱

は

商

業

，
關

係

の

：

融

通

：
の
：
爲

め‘R

平
常
通

0

の
；割
引
を
繼
續
し

'
そ
の
傘
額

.

は
： .

銀
"
行

券

を

以

て

第
二
十
四
卷
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0
六

支
拂
ひ
卑
つ

■又

配
：
常

.證
書

'
も
同

'
一：
方

法
.で
支
柳

.ば
れ
る

'f

あ
ら

5

。
ド
{無
、

名

：.氏
^
著
；Th

e

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f

 

t

r

w

a

n

k
 

o
f

 
一
 
-
E
n
,
a
n
d
'
I

7\o
-
.
7
.

 

p^p. 

4
1
- 4
3
, 

C
o
b
.
b

n»>
t
-
O
p
,
c
i
t
.
,
,
p
p
v
r
5
0
-
I
5

w'n
o
t
e
s
.

 

F
r
a
n
d
s
-
o
p
.

 

c

i

r召
. 

to
-
3
8r
2’
 L

a
w
s
o
n
-

f '
C
F

へ®
.
, 99

9
1
)

又
同
行

ft

樞
密
：院
會
議

.の
'勅
令

^

多
數
印
刷
し
-て
廣
く
流 

布
せ
し
め
れ
。

y
(
M
a
c
I
e
o
d
-
o
p
.
:
c
r
p
.

 

5
ぷ

IH

貨
支
狒
停
止
の
報
に
驚
い
て
商
人
銀
行
家
そ
の
他 

市
民
は
市
長
官
邸
に
市
長

B
r
o
o
k

 .
W
a
t
s
o
n
:
.

:を
：座
；長

$

し
へ
て

-
.大

集

；會

：を

開̂

た

。
•

「

或
.る
根
據
の
な

 

或
は
誇
張
さ
れ
た
警
報
の
影
響

^

依
つ
て
國
家
の
信
用
^
對
し
て
紛
亂 

を
來
す
事

?:
防

r

爲
め

.に
採
！
す
る

k
適
じ
：
.た
手
段
を
講
じ
、現
在
の
重
大
な
時
機
に
際
し
：て
 

此
信
用
を
支
持
せ
，ん
が
爲
め
に
今
日
茲

^

開
催
さ
れ
た
商
人
、鈒
行
家
そ
め
他
の
人
々
の
#
合 

k

於
て

——

市
長
を
座
長
ど
し
て

——
滿
場
一
致
決
議
す

.0

.即
ち
國
家
の
信
用
の
維
持
が
此 

際
‘如
何
に
必
要
で
あ
る
か
を
痛
感
し
、下

^
署
名
せ
る
我
々
は
進
ん
で
次
の
宣
言
を
爲
す
。.我 

々
は
我
々
に
對
し
て
，支
拂
は
れ
る
如
何
程
の
金
額

'の
支
拂

k
も

銀
行
尿
を
受
取
る
事
を
拒
ま 

ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
又
同
一
方
法
で
我
々
の
凡
て
の
支
拂
を
行
ふ
爲
め
^
最
大
の
努
力
を 

致
す
で

fe
-
ら
ぅ

。

B
r
o
o
k

 

W
a
t
s
o
n
j

 

.
此
決
議
は

wishopsgate 

Street 

の 

L
o
n
d
o
n

tf
c

ft
-
e
v
s
t
r
-
a
n
d
s
t
.

の
.Co
w
n

 

a
n
d

 

A
n
c
h
o
r

 

飲
食
店
、

S
t
'

A

f
 

n
v
s
t
l
t
'

の 

s

t

'

y

l

b

a

n

k

^

^

’
T

f

o'r
o
w
n

 

ゴ

ー

ヒ
 

I
 

店
及 

 ̂

コ
ー
ヒ
ー
店
で
人
々
の
署
名
を
求
め

ts
。
.:
'
署
名
者
は
四
千
名
以
上

' 

R 

,

及
ん
だ

^
傳 

へ』

作
て
居
る
。忭&
家

は
.皮
'
肉

に

も

.此
#

合
を
以
て

'
?
—

つ
で
密
か
に
豫
め
計
薔

3
れ 

た
事
で
あ
み

(
C
P
:

 

c
i
r

 

p
.

 

2 5

,

叉
市

®

W
a
t
s
o
n

ば
此
劝
で
間
も
な
く
陸
軍
主
計
總
監

S
な
ぅ 

數
雄
後

^.
は
；
爵

?:
:

も

授
け
ら
れ
た
樣

ic
述
べ
て
居
る

o 

.又
彼
は
此
決
議
.を
笑
つ
て
彼
等
は 

虎
擎
自
身
叹
言
用
を
支
持
し
今
し
て
實
際

R

は
自
分
達
が

.直

c 

R
も
破
產
す

.る

..の
を
出
來
る 

贫

げ

防

が
-5
..士
努
カ
し
た
に
す
ぎ
な
い

^
批

評

じ

，て
居
る
。
.
'

(
o
p
,
c
i
t

 

p
.

 

I
6
S
)

r

b

n:
之
ビ

同 

樣
の
決
議
は
そ
の
後
引
續

0

て
諸
地
方
に
行
は
れ

.た

-
例
.ベ
ば
樞
密
院
會
議
本
亦
此
問
題
に 

t s

 

.て
き
合
し

n

十
八
日
吣
ぱ
同
じ

<:「

此
國

■の
國
家
及
び

®

業
信
用
の
支
持
化
此
重
..
大
な
る 

危
機
に
當

.

.つ
て
吾
人
は
出
來
得

4
限
か
貢
献
せ
ん
ミ
の

.希
望

.を

a

て
茲

k

氏

名
:?
:

署

も

た

谷
 

我
々
比
有
ゅ
る
支
拂
に
英
蘭
鈒
行
券

^
貨
幣
が
び

P

受
取
々
而
し

.

5
人

€■
1̂
て
我
々
に
關 

す
る
限
が
、を
ゆ
流
趣
を
助
げ
る
事
を
承

_

し
•之
.̂

義
務

^
心
得
る
次
第
で
あ
る
。

」

諸
大

E
外 

赃
十
余
名
が

'之

^'
奢
名
し
た

0

(

0
&,
冡
含

.
0'
:
^
苕
.へ'
1̂-ミ

:
:

方
國

i-
は
此
前
例
^
か
事
變
に
際
し
，で
必
要
あ
ぅ

d

認
め
て

:

闪
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議

會

锒
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B
J

'^R
e
s
t

'K-tion A
c
t

の
制
足 

第
三
號 

一
3

\

ド

送

<>
^
。；.；
そ

0.
.
內
容
は
此
參

^-
令

が

議

會

访

提

議

岑

る
' 
ネ
.

當̂

つ

て：：

此」

時
：的

‘の
逼
追
代 

0
ず
を
爲
め

k
 

t
e國
’家
W

商

業

信

用

：を

，雜

持
U

且
'つ
：關
係
，
^

の
.：保

護

の

爲

め
k

最
も

有

效

な 

方

法

を

以

...て

國

玉S:

廣

洲

な

財

源

を

振

起

す

ふ
{̂
最
%:
-
適
切
な
々

^
考

へ
る

様

な

梁

段
^

採 

用
せ
ん
事

?:
議
會
办
經
驗
构
富
め
る
知
識
ぬ
決
斷
ど
代
此
上

な

ぐ.信
賴
す
る
旨
を
述
ベ
た
に 

'過
ぎ
な

^
。.：1

1

十
七

c
n

0.
下
院
は
：此
の
泰
鶴

-5
T
,以
て
開
か
れ

^

3:
:9

3拜
は
先
づ
此
詔
勑
に
關 

す
る
討

_

を
叨
日

^

讓

§

動
議
钇
提
出
：し
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あ
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總
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總
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又
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佐
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す
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令
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萬
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萬
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總
額
：

I

翦

.三

^

#
の
.負
債
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、又
彼 

か
ら

他
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借

今
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想
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せ
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れ

ょ
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若
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手
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『
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す
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紙
幣
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拂
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つ
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ギ
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れ
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ら
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萬
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拂
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僕
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協
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も
亦
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。
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萬
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損
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あ
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V
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を
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ふ
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^
答
へ
て

「

若
し
同
行
が
そ
の
業
務

^

不
適
任

6
政
府
が
認
め
る
時
ば
そ
の
逯
行
し 

得
ぬ
業
務
の
獨
占
權
を
同
行
は
引
舉

i

つ
て
居
ら
れ
る
で
あ
ら

.う
か
。
此
獨
占
權
が
彼
等 

か
ら
剝
奪

3
れ
る
時
は
何

.時

.で
も
此
千
百
衝
磅
の
金
額
は
返
濟

_

れ
な
け
れ
ば

*

ら
な
い

」

ど
。

次
い
で
立
つ
た

F
o
x

は
味
方
の

S
h
e
r
i
d
a
n

の
所
說
を
以
て
全

.
'く
正
當

S
P
ビ

し
パ
。
何
人
も 

此
貸
出
金

5:
:
以

て

銀

行

が

必

要
k
.應
じ
て
利
用
し
得
ふ
資

'產
，？
認

め

る
.事
な
く
事
實

J1
は
年 

金
で
あ
る
ど
論
じ

た
。：

「

然

る
R
.閣
下
.は
云
：
は
れ
.る
、
^
:し
も
：同

行
，が
在
來
企
圖
さ
れ
た
目
的

?: 

遂
行
せ
ず

X

そ
の
業
務
を
停
业
す
る
.な
ら
ば
そ
れ
に
與
ベ
た
獨
占

*

を
閣
下
は
取
上

.げ
る
ヾ

」 

云
は
れ
る
。

併
し

、*
對
の
沒
落
ど
全
く
の
絕
滅
の

.揚
合
を
想
像
'せ
ざ
る
限

う

同

行
は
そ
の
偾 

務
5:
償
還
し
そ
し
て
有

ゆ
る
を

の

資
*;
を

利

用

せ
ん

_

M

U
樣
な
狀
態

R
あ
る

だ

ら
う

」

o 

.

.

P
i
t
t

は
命
樞
密
院

「

會
議
の

5

令

?

る，同

'行
'の
支
拂
停
止
を
以
て

「

最
も
寒
急
必
要
な
場
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恐
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Restriction 

A
c
t

の
制
定 

第

三

號

一

ニ
〇

合
以
外

^

は
'酿
か
ド
採
ら
る
可
ら
ざ
る
手
段
、で
あ
る

#

?:
承

S

し
■た
。
併
し
弓
續

S

て「

屈
因 

の
錯
線

.か
ら
生
じ
：た

1

時
的
の
，困
追

^

も
拘
ら
ず
一
時
は
要
求
を

^

し
得
な
か
つ

穴

人

々

 ̂

對
し
て
保
證
す

‘
 

R充
分
足

^

る
資
金
が
あ
る

ビ

ぃ
ふ
事
は
重
大

.な
慰
で
あ
る

」

ヾ

」

、說
さ
次
い 

で
樞
密
院
會
議
の
此
禁
业
令
が
違
法
で
あ
ぅ
越
權
で
あ
つ
た
事
を
認
め
た
。

併
し
之
れ
を 

necewsity 

has 

n
o

 

l
a
w

な
る
古
い
俚
諺

^

ょ
つ
之
れ

2:
.
許
し

.た
。

.

.

.
5

^

&
目
提
案

.の
救
濟
策
の
政
府
ば
銀
行
ド
對
す
る
負
債
を
返

.還
せ

'ょ

S
云
ふ
の
で
ぁ
っ
た 

P
i
t
t

日
ぐ

「

同
行
は
紙
幣
；

^
は
不
足
レ
て
居
ら

.g、

實
.は
.正
貨

；
 ̂

の
.で
ぁ
る
。

I—

 

餘

6

R
明
な
事
で
あ
る
が

$
併
.し
'政
府
：は
單

^,
紙
幣

.で
’同
.行
4

支
拂
へ
る
ば
か
々
で
あ
る

O
Jど
 

」
S
h
e
r
i
d
a
n

は
答
へ
て

「

政
府

.に
對

t

る
銀
行
の
貸

'上
金
は
紙

#

で
‘あ
つ
だ
。
そ
し
て

「

を
の
返
還 

は
極
め
て
多

C

の
紙
：幣、即
ち
旣
に
市
場
に
溢
れ
て
居
：る

_商
品
^
市
場
か
ら
取
る
事
化
な
る
だ 

ら
：ぅ
ノ
公
衆
の
信
任
が
國
家
信
用
の

K

礎
で
あ
る
、そ
し
て
倚
住
が

1囘
歡
さ

4

^:
る
限
々
信
用 

の
W

興
を

.考
へ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

」
「

現
在
の
恐
«
は
誤
謬
ど
過
失
め
ょ
つ
て
生
じ
た
も 

の：で
あ
る
か
如
何
か
。
若
し
誤
謬
ど
過
失
が
存
在
し
た
な
ら
ば
そ
れ
は
打
悄
し
て
將
來
の
警 

戒
を
し
な
：

.け
れ
ば
な
ら
ぬ

0

大
臣
ヾ

」

の
交
渉
ド
於
，て
同
.行
が
そ
の
誤
を

侵
:'
し

だ

ビ

思

は

れ

るS

が
最
も
重
大
な
の
で

.あ
る
。
若
し
立
我
々
が
何
等
の
誤
謬

'或
は

'失
策

i

な
く
現
狀
の
困 

窮

R

Fa
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
た
な
ら
國
家
の
狀
態
は
絕
望
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
の
狀
態
を 

立
直
す

.機

#

は
存
在
し
な
い
。

」
「

一一
#

前

R

r*
。ヱ

G
r
e
n
w
i
l
l
e

が
云
っ
た
樣
に

P

S
氏
は
佛
蘭
西 

のassfgnats

や

m
a
n
d
a
t
s

の
下
落
，の
計

®

R
餘
々
忙
し
く
て
我
々
自
身
の
淸
淨
な
紙
幣
信
用
を 

顧
み
る
間
暇
が

■な
か
っ
た

_

k
思
は
れ
る

0」「

銀

行

家
ビ

は
何
ん

.ぞ
や
。
顧
客
の
#
計
方
で
あ 

A
V保
.談
潘
で
あ
る
。
之
等
會
計

.方
‘か
此
金
を
大
臣
に
貸
し
、を
の
大
臣
が
を
の
可
成
の
部
分
を 

皇
帝

k

貸
し
、今
の
皇
帝

•か
彼

•の
兵
士
達

^

そ
れ
を
興
へ
、を
の
兵
土
達

.が
殺

3
れ
て
し
爻
っ
た 

ビ
云
ふ
事

?:
之
等

*

费
權
者
が
聞
い
た
か
ら
ビ
云
り
て
何
ん
の
慰
め
に
な
る
だ
ら
ぅ
か
。
鈒 

行
家
の
人
格
は
非
常
に
高
い
の
で
あ
っ
そ
之
れ
が
此
國
の

ff
i
動
を
し
て
久
し

S

同
卓
越
の
も 

の
た
ら
し
め
て
來
た
そ
の
誇
る

k

足
る
高
い

.地
位
を
維
持
せ
ん
事

?:
我
々
は
乞
ひ
願
ふ
の
で 

あ
る
。
秘
密
委
員
會
は
同
會
社
の
資
產
を
甚
だ
有
利

^

報

#

し
た
が
、を
の
委
員
會
は
之
等
資 

產
の
成
立
っ
細
目
を
報
世
す
る

乙

ヾ

」

を
適

®

^
p
ビ

は
考
へ
な
か
っ
た
。

」

.T
i
e
r
n
e
y

は「

若
し
同
行
が
實
際

R

確
實
の
則
源
を
有
し
て
居
：ぅ
又
彼
等
力
そ

.の
«
用
を
得
る 

迤
ど
な
っ
た
そ
の
愼
贫
さ
を
以
て
重
役
が
行
動
し
て
居
っ
た

V
J

し
た
ら

«

等
の
狀

/i
或
は
事

笫
ニ
十
叫
^

3
.

一
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一
二
 
ニ

態
の
處
理

?:
廣

く

公

開

す

れ

ば

す

‘

だ

け
好
結
果
が
傲

ら

れ

る

だ

ら
ぅ」

ビ 
'說

ぃ
た
。へ' 

此

ri
e
r
- 

a
e
y

の
動
婦

k

ょ
つ

て
左
#
'の
..
如
ざ
ニ
月
ニ
十
五
日

k

於

け

る
政
府
へ

'の
貸
付
金
'額
明
細

表 

カ
下

|5
0
^-
提
W

3 
れ

た

(

無

名

氏

著

。
で
.
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r

で
で
.
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d
^
.
.
o
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S
2
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1
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.Ne

w
p
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C
h
i
e
f

.
 Cachier.

同
，し
日

R
禁
止
令
を
確
認
し
一
定
期
間
存
鑕
ぜ
し
，め
る
事
を
‘法
律
潫
た
ら
し
め
る
動
議
が 

P
i
t
t

に
、依
つ
て
行
は
れ
.だ
の
で
あ
る

が
、
同
象
が

「

銀
行
制
限
條
令

J

ぐ

」

し
て
五

2

一
 

日
k

發

f

 

れ
る
ま
で
に
は
幾
多
の
討
論
が
そ
の
日
以
來
行
は
れ

^

の

で
あ
つ

H
 

S

間
に
於
て
賛
成 

論
を
唱
へ
た
者
の

中

^w
f
r
f
b
r
c
e

 

(

ニ

+

三
日

)
L
i
c
k

 

(

ニ
十

九

旦

s
a
_
e
i

 T
h

i
n

 

(
同
日

) 

等
が
あ
つ
だ

。

an:
は

，一
一
十
四
日
の
.演
說

R
於
て
期
間
の
決
定
は
國
難
な
る
も
ぜ
貨
が
國
內 

t

流

'1
し
て
銀
行

.へ
M

へ
海
外
か
ら
歸
來
し
或
は

^
;の
做
の
源
泉
.から
姐
行
の
手
に
入
る
に 

は
觸
當
の
期
間
を
要
す
る

も

の

€
見
た

o
:

そ
し
て
六
月
一
一
十
四
日?:
限

度

ど

見

做

し

た 

.
,又
^

蘭
銀
行

.の
重
役
た

.る

T
h
o
r
n
t
o
n

は「

そ

の

五

十

，ニ
，日&

內
.に
も
'同

听
'は

支

射

の
r

_

を 

爲

し
.得

る

旨

"を
.述
ベ

12
:

9
反
對
論
者
中
に
，あ
つ
て
ば

.Fo
x
;

ば一11.

月
二
十
一

1

日
の
演
說
に
於
て

次
め
如
ぐ
述
ヘ
べ
た
。：

「

彼
は
法
案
の
期
間
^
三
週
間
で

あ

る

か」

一
一
ヶ
月
.或
は

六

ヶ

月

で
あ

る

.か

幾

許
R

せ

ん
€

企 

て
、
居
る
が
知
ら

g
。

併
し
の
期
間
が
長

.け
れ

.ば
我
々
の
困
難
は
大

w

な
る
と

5

事
を 

知
っ
七
る
0
若
し
も
此
法
案
が
六
ヶ

月
.

或
は
八

ヶ

乃
繼
續
し
：て
も
我
國
は
そ
の
信
用
上
崩
壞 

し
な
い
ど

#

へ
る
様
な
ら
ば
そ
の
人
は

.樂
、天：家

.に
相
逢

'
.な
い

0ハ
！

或
は

.

.此
弊
害
は
戰
爭
中

第
一
ー
+
蝥
 

O
K 

- 

^
 

I
 

I

n

 

©

i
 

蟹

號

r

H
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一
七
九
七
年
の
命
i

tt
^
w
s
k
R
e
s
t
r
i
c
t
i
o
n
A
c
t

o '
ii
l
^:
第
三
號 

ニ

一

四

は

取

除

力

れ

ぬ

w
1
K
.

つ

た

が

、
彼

は

锻

同
®*
'
'
し

な

、
併

6
.
彼

：
は

平

和

^
な
つ

て

も

i

の
，
望

ま
 

し >

 

平

：
和

.が

極

め

て

早

ぐ

到

來

せ

权

が

ぎ

A
V
.
弊

.
害

は

，

が

れ

：
る

か

如

#

を

疑

ふ

の

で

あ

る

。

で
も
延

9
す
れ
ば
そ
れ
：は
：此
災
蕾
を
除
く
機
會
を
減
じ

/2
;。
ぺ
：；
：
，
數

西

與

磅0
新

公

偾 

は
急
い
で
望
ま
れ

て

.居

る

、之
：れ

で

も

紙

幣信
用

の
ヾ
狀
態
を
.
改

善

し

ない

事

は確

^
。

議

會

は 

此
國
：
力

今

や.恐

ろ

し
&

斷

崖

の

端
.
k
存

す

る

事

及

び

一

步,

て

ば

铒

び

浮

ぶ

事

の

出

來

g

剧 

{C
投
ず
る
ミ
云
ふ
事
を
考
へ

.な
け

.れ§

な
ら

W
。1-
同
一
--
*

H 

R 

s
h
e
H
d
s

は
寧
ろ
限
合
な
さ
を 

以
て
論
議

.

.を
や

.ょ
ご
唱
へ
、

P

I

I. 
^

ブ
定
の
短
期
間
な
ら
ざ
る
限
ゥ
此

a

の
.法
案

^

贊
农 

す
る
意
思
な
会
事
を
述
ベ
た

.0(

o

o

f

?マ

a

r
でフ：2

4
7
-
2
5
0
)

e

k
幾
多
の

論

議
を
»
て
同
法 

案
は
五
月
三
日

kB
a
n
k

 

Restriction 

Act. 

V
J

し
て
發
布

3

マ
た

9

■:
九 

、

' 

.

「

今
此
條
例
の
十
三
條
項
を

A
n
d
r
6
a
d
6
s

 

k
倣

つ

て

要

約

せ

士

.、

.

.

.r

樞
密
院
會
議
の
勅
令
の
執
行

^

當
つ
て
の

1.
切
の
：事
柄
^
就
い
て
英
蘭
銀
行
及
び
之 

n

R
關
係
せ
る
凡
て
の
人
々

k

對
し
て

.補
償
條
項
を
許
與
す
。

ニ

英

1T
鈒
行
は
降
海

^

或
は
樞
密
院
ょ
々
の
命

，令

ic
依
る
以
外

k

は
如
何
な

.る

.ft
權

t

P

^

對
し
て
も
芷
貨
支
拂
を
禁

'せ
ら
^
。

：

.三
、

制
限
期
間
中
同
行
は
現
金
或
は
鈒
行

#

?:
以
て
六
十
萬
磅
以
上
を
政
府

R
貸
出

3

ず
。
 

■

四
、

可
人
に
も
同
行
に
金
貨
を
以
て
五
百
磅
以
上
の
預
金
を
爲
す

k
於
て
は
同
人
は
そ
の 

四
分
の
三
の
拂
戾
を
受
け
る
を
得

。

'.
:

五
、
鈒
行
券

^

依
る
債
務
の
支
拂
は
正
貨

^
し
て

.授
受

5
れ
た
る
時
は

.正

貨

支

排

ど
|?
め 

ら
る

。：

：

.

.

六
、
.
.1»
行
券
拂
を
な

3

^
る
事
を
誓
約
せ
ざ
る
限
ぅ
何
人
も
特

.別
保
證
：の
責
な
し
。

七
、

銀
行

#
ば
一
切
の
官
廳

^
於
て
租
稅
納
入

^

は
平
價
に
て
收
受
せ
ら
る
。
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を
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三A;
3t
ど 

云
.ふ
.全

く

例
外
的
な
最
高
限
度

^

達
し
た
。，：

.1

七
.九
.八
：年
，の

'
.平
均

' は

00
.?
一 
デ

で

あ

つ

た

。
.
そ 

し

て1

七

九

九

年

の

一

春

ま

で

三

七

以

上

で

あ

，
つ
：
た
？

.
：當
然
金
の
多
額
が
：流
入

1
.「

：七
.九
八
年

の
末

^

は
英
蘭
鈒

'行
.の；金
庫
に
は

.七
百

.萬
磅
以
；上
集
積
：さ
れ
て
居
つ
た
。

恐
慌
後
の
ニ
ヶ
年
間
は
農
産
物
ば
非
常
な
農
作
で
あ
つ
た
。

一-七

九
九
年
一
月
に
は
有

ゆ 

る
穀
物
の
代
價
は
極
め
て
安
く

一

ク
オ
タ
ー
の
小
麥
は
四
十

九

志
で
あ
つ
た
。
破
産
の
數
も 

著
し
く
減
じ

一

七
九
七

年1
1
1
5

一
七
九

八
年9

1
1

一
七
九
九
年
に
は

3
7 

sな
つ
た
。
一
七
九 

九
年
一
月
に
は
英
蘭
鈒
行
は
.一

七
九
八
年
七
月
以
前
の
日
附
の
有

ゆ
る

紙
幣

? :

現
金
或
は
新 

紙
幣
ビ
引
換
へ
又
五
磅
を
越
へ
ざ
る
端
敷
は
正
貨
で
渡
す
ど
云
ふ
事
を
公
告
し
た
。
同
年
三 

月
に
は
五

.分
'利
、株
の
，所

有

者
k

l
割
の
特
別

.配
，.當
す
ら
行
つ
た
。
凡
て
が
ぅ
ま
く
連
ん
で
居

た 

o 

; 

•

い
•

:

:
 

.. 

‘ 

-
. 

.

'
,
.

1

1七
九
八
年

^

は
戰
費
の
特
志
献
金
に
關
す
る

1

條
例
が
通
過
し
た
。
英
蘭
銀
行
は
眞
先

に
ッエ.十
萬
癖
出
し
だ

C 

0

敫
市
、
¥

十
.萬

0
,
献

：，
じ

た

。
王
立
.取
引
辦
の
東
：

®

の
..
，下
に
へ臨時
事
務

一
所
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
し
て

1
g
u
i
n
e
a

以
上

.捐
：傘
の
商
人
が
終
日
群
つ
て
居
つ
た
。

最
初
の

:

日 
'の:

合
.計
.は
:ニ
十

.五
萬
六

(

千
五
.四主

.ナ

㈣

磅

0
額

k 
.達
し

.た
。：，印
度

.か
ら
は

.11
1
+

萬
磅
の
送

金
が

.あ

.つ
た

♦

の
上

®

爭
中
年

.々

.同

..額
‘，の
出
捐

?:
■
申
：述
し

'れ
？

Z:

の 

'印

：度

：>
の

献

余

を

除

い

て

も
總

'額
.
ニ

西萬
磅

R

登
つ
た
。

英

國

の
富
裕
ど
商
業
の
繁
榮
の
證
左
に
あ
ら
ず
し
て
何
ん
で 

:
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.
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：黄
金
の
山
を
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：.見
：し
：た

*

な
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の

孩

^

高

ハ

貢

し

れ

：
斧
云
へ
^

の

；
は

-
恐

：
ら
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；赏

'
時

；
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事
で
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.？か
も
ぅ
か
。

(Francis-op.nIt.; .p. 

0
.

w
a
w
s
o
n

一

备

.

c
i
r
'
p
p
. 

9
9
-
s
〇
'
M
a
c
v
o
d
J
Q
P
.

 

cit., 

p
p
'

■
S
Y
S 
3
.0
0)

;-
l

併

し

^
.
.ら

V新

’ら

：し

，
い
«

紀

^

^
幾

久

し

.：
く
*
.
饒

，
暴

榮

：？

を

#

#

の
：
土

..に

，資

し

た

で

あ

ら

ぅ

か

(

註
>

,•
.一
 

. 

.

.

.
-,
: 

'
• : 

,

.•.
, 

. 

.

(

註)

全
般
に
渡
っ
て
堀
江
博
士
罾

「

英
國
現
代
の

:•
經濟

」

が
六
章
及
び
春
日
井
薰
氏
罾

「

货
幣
金
融
及 

:
物：僳

0
.
史
的

_研究

」
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財政學上

::
'

祖
税
の

, ®
.
念
並
に
課
税
の
原
理
.

が
奈
邊
に
求
め
ら
る
：べ
き
>

は
、
未
だ
根
本
的
に
解
.
決
せ
^
ホ
ざ
る
難
問
霉
の
一
っ
で
ぁ 

パ

ら

ぅ

。
本
高
は
こ
れ
に
關
す
る
研
究
の
一
部W

し
て
課
税
原
规W

功
利
主
氟
哲
學
ミ
の
交
涉
を
論
1:
-

^ -

も
の
で
.ぁ
る
0

筆
朞
は
必
ず
し
も
、

.
課
税
の
菡
礎
ゴ
し
て
功
利
主
_
哲
學
を
翦
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
.
課
税
.办
.原
现
に
、
咨
觀
的
規
準
t
し
て
の
偷
理
：槪
念
を
も
ち
來
る

こ 

.ふ」

の
正
否
は
、
績
稿「

厚
生
經
濟
學
涝
の
租
税
理
論」

及
び
っ
價
値
論
ミ
し
て
の
租
耽
論
レ
を
論
じ
て
後
紙
決
せ
ら
る
べ
.き
陳
麗
で
.ぁ
る
9
猶 

バ
ほ
ー
、

本

稿

執

筆

.

に
當
つ
て
、
高
木
敎
授
ょ
リ
_

々
有
益
な
：る
肋
言
を
#.
.た
0
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.謝
の
意
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.社
會
生
活
を
號
：礎
せ
す
名
經
濟
統
治
®
の
.箇
別
的
經
濟
：活
動
は
、
.必
然
：g

k粗
税
の
强
淛
的
徵
收
を
，要
求
す
る
。 

如
る
祖
稅
徵
收
の

：

學
理
的
根
據
に
關
し
て
は
、

:
古
.來
多
く
の
說
明
が
試
み
ら
れ
た
。
，
其
の
生
：要
な

.ネ
も
：の̂

«

 ̂

，
能
力
說
犧
牲
說
等
が
ぁ
る
。
利
益
說
は
交
換
說
國
家
勸
勞
费
說
ミ
同

—
範
疇
k
屬
：す
^
も
の
^
ぁ
つ
；て
、
等
し
く
個 
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